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論　　文　　の　　要　　旨
　炭素の薄膜をターゲットとし酸素イオンを照射して放出されるアルファ粒子のエネルギー1スペ
クトルを観測すると，連続スペクトルの上に狭い幅の離散的スペクトルが見出される。これは
　　　　12C＋160→α1＋24Mg＊
の過程によると考えられラ残留核24Mg＊が10乃至20MeVの高い励起エネルギーをもつ場合に対応し
ている。このような高い励起エネルギーのところにある離散的状態の性質を解明することはきわめ
て興味あることで、すでに数人の人がいくつかの状態についてそのスピンおよびパリティーを議論
しているがラ著者はヨこれらが系統性を欠きまたその結論の確かさに疑問が持たれる点に着目して，
より包括的で疑問の余地の少ない方法を用意して研究を開始したものである。
　著者の用いた方法は基本的にはラ（1）放出される2つのアルファ粒子の角相関の測定ラ（2）残留核24Mg＊
から20Ne核の基底状態および励起状態へのアルファ崩壊分岐比の決定ヨ（3）入射粒子のエネルギーを
選択して異った性質の状態の混じりを分別し得たことである。
　まず第一の角相関の測定については，既出の反応式に示したアルファ粒子α。と，残留核24Mg＊が
　　　　24Mg＊→α2＋20Ne
の崩壊によって放出されるアルファ粒子α。とを同時計数するのであるが，著者の遂行したことは。け）入
射粒子の除去に成功してヨ核反応機構に依存しないで申問状態のスピンおよびパリティーをきめる
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方法であるα1をポ方向で検出したこと，（口）位置検出器とスリットの組合せでα。粒子の角分布を同時
に26点で測定し宙角相関の精度を従来の研究にくらべて数倍高めることを効率よく行ったことなど
である。ここでさらに技術的に特筆しなければならないことはラ著者が計算機を用いて行ったオン
ラインでのデーター処理とオフラインで必要な物理量を抽出した手際の艮さである。著者が自ら開
発した解析プログラムは論文の付録として示されているが、これによって角相関の結果はもとより、
残留核2在Mg＊から2．Ne核の基底状態および励起状態へのアルファ崩壊分岐比が一挙に且つ短時問に求
められた。
　このようにして得られた結果は，（1）2卓Mg＊核の21状態について励起エネルギーと2．Ne核への分岐
比と雪（2）そのうち15状態のスピンおよびパリティーの確定である。この五5状態のうち7状態はこ
れまでに研究されたことのあるものであるが雪のこりの8状態については著者が今回はじめて見出
したものである。
　しかも従来の研究で見逃がされていた点は24Mg＊核のごく接近した励起エネルギーに異ったスピン1
パリティーの状態が混じっていたことで，著者は入射酸素イオンのエネルギーを性質の異った反応
の共鳴エネルギーに選ぶという新しい方法によって分別に成功した。またその結果，状態の混じり
は酸素核の第一励起状態がヨ
　　　　12C＋160→12C＋160＊（6．05MeVラ○十）
の核反応によって強くあらわれる共鳴エネルギーで起っていることが分った。
審　　査　　の　　要　　旨
　継続崩壊反応
　　　　12C＋ユ60→α1＋24Mg＊
　　　　　　　　　　　　　　→α2＋20Ne＊
を用いて著者はまず24Mg＊核の21の高励起状態の励起エネノレギーと2“e核への崩壊分岐比を精度よ
く決定した。次いでスピンおよびパリティーを確定するための角相関法については害精度を上げよ
うとすれば必然的に計数率が落ちて長時問を要するが，その困難を著者は幾可学的条件を改良しヨ
オンラインの多次元データー収集とオフラインの解析プログラムを自ら開発して克服し且つ近代化
した。このことは個々の測定量と抽出すべき物理量との関係に対する著者のゆきとどいた理解とヨ
ハードウェアおよびソフトウェアに関する豊富な知識と経験によることを示している。
　さらに著者はごく接近した24Mg＊核の励起エネルギーに性質の異った状態の混じりがあることを予
測し、これを他種の反応の共鳴エネルギーを利用して分別することに成功した。この点こそ従来の
研究においてなおざりにされていたことで害著者の鋭い洞察カを示すとともにヨ高励起状態の研究
に必須の新しい方法を提示してヨ今後の信頼性の高いスピンおよびパリティーの決定への道を展い
たものといえる。その結果，著者は2垂Mg＊核に高い励起エネルギーにバンドヘッドをもつ多くの回転
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バンドの存在を明確にし得て原子核構造の解明に大きい寄与をなした。
　よって。著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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